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Ⅰ-１．決算サマリー 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（注１）自己資本比率も高く、財務状況的に問題はない
（注２）予想値は、２０１０年４月２７日に公表した２０１１年３月期第２四半期累計業績予想数値である。

（注３）一株あたり純資産額 ：期末純資産／期末発行済株式数
（注４）一株あたり当期純利益 ： 期純利益／期中平均株式数

2009年第2
四半期累計

2010年第2四半期累計項 目

売上高（千円）

経常利益（千円）

特別損失（千円）

当期純利益（千円）

研究開発投資（千円）

総資産（千円）

純資産（千円）

発行済株式の総数（株）

一株あたり純資産額（円）（注３）

一株あたり当期純利益（円）（注４）

経常利益率（％）

自己資本比率（％） （注１）

（予想値）（注２） （実推）
対前年度比

比

６４％

－

－

－

－

－

－

－

１５９，５５７

△１５６，２９０

０

△１５６，７６５

９５，９２５

９０４，６１３

８３５，７８７

３３，８９７

２４，６５７

△４，６２５

△９８．０

９２．４

２００，０００

△１４９，０００

０

△１５０，０００

－

－

－

－

－

９４％

－

－

－

１６５％

８２％

７５％

１００％

７５％

－

１１８％

１５０，４６８

△１５９，２４６

２，１６９

△１６１，４１５

１５８，５４４

７４１，７３８

６２４，６２７

３３，８９７

１８，４２７

△４，７７６

△１０５．８

８４．２
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Ⅰ-１．決算サマリー 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（注１）自己資本比率も高く、財務状況的に問題はない
（注２）予想値は、２０１０年４月２７日に公表した２０１１年３月期第２四半期累計業績予想数値である。

（注３）一株あたり純資産額 ：期末純資産／期末発行済株式数
（注４）一株あたり当期純利益 ： 期純利益／期中平均株式数

前第2
四半期累計

当第2四半期累計項 目

売上高（千円）

経常利益（千円）

特別損失（千円）

当期純利益（千円）

研究開発投資（千円）

総資産（千円）

純資産（千円）

発行済株式の総数（株）

一株あたり純資産額（円）（注３）

一株あたり当期純利益（円）（注４）

経常利益率（％）

自己資本比率（％） （注１）

（予想値）（注２） （実推）
対前年度比

比

７５％

－

－

－

－

－

－

－

１５９，５５７

△１５６，２９０

０

△１５６，７６５

９５，９２５

９０４，６１３

８３５，７８７

３３，８９７

２４，６５７

△４，６２５

△９８．０

９２．４

２００，０００

△１４９，０００

０

△１５０，０００

－

－

－

－

－

９４％

－

－

－

１６５％

８２％

７５％

１００％

７５％

－

１１８％

１５０，４６８

△１５９，２４６

２，１６９

△１６１，４１５

１５８，５４４

７４１，７３８

６２４，６２７

３３，８９７

１８，４２７

△４，７７６

△１０５．８

８４．２
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Ⅰ-２．業績推移 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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８００．０
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-３．事業区分別売上高実推
（金額単位：百万円）

売上高が150.5百万円と、対予算値比75%、対前年度比94%と低い値となっているが、商品販売事業の受注増により、
受注高ベースでは対予想値比129%の仕上がりであり、この結果受注残が126百万円となっている。

【研究受託事業】（説明１）

構成比率の高い受託解析とゲノム医学解析の売上が前年度比では伸びているが、予算値に対しては79%と大幅未達。
受注が第2四半期後半に集中したことにより、第2四半期末までに作業が完了せず注残が増加した。

【商品販売事業－汎用チップ・試薬】（説明２）

機器・システムの売上が対前年度比145%と増加しているが、 Ｓｏｌｅｘａ等のシーケンサー向け試薬の販売が大幅に減
少したため、対予算値比70%となった。

１１８％

２％３.６１２％１８.９公募関連

７０％９０％４２％６３.１４４％６９.８計

９７％５８％８７.４５６％８９.７計

１４５％３８％５７.３２５％３９.５機器・システム

６２％２％２.８

５６.５一般（受託解析）

ＭａｍｍａＰｒｉｎｔ

汎用チップ・試薬

３４％１％１.０２％２.９

９４％１００％１５０.５１００％１５９.６合 計

（説明２）

（説明
１）

１７％３％４.７１７％２７.４

商品販売
事業

１９％

研究受託
事業

売上高比率売上高

対前年

比（％）

当第2四半期累計前第2四半期
項 目

診断サービス ４.５ ３％

３５％ ６６.９ ４４％

ゲノム医学解析 １４.１９.９ ６％ ９％ １４２％

比率 予算

対予算

比（％）

９０.０

１１０.０

２００.０

７９％

７５％

備考

注残：
６９

注残：
５７
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Ⅰ-５．第2四半期迄の具体的推進ﾌﾟﾗﾝの
達成状況 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．研究受託事業（受託サービス）の拡大

２． 診断事業の推進

No 具 体 的 推 進 プ ラ ン 第2四半期累計達成状況

１ リピート顧客フォローの充実と紹介・口コミ営業の強化 定期的な情報伝達の実施、受注の約75%がリピート顧客

２ ゲノム医学CNV解析受託推進-論文化と新規顧客開拓 複数の論文作成。成果を基に第3四半期から受注を促進

３ 新規受託メニューの充実及び提案型研究受託案件の
強化

WaferGen社SmartChipを用いた受託の準備完了

→ 第3四半期以降サービス本格化

No 具 体 的 推 進 プ ラ ン 第2四半期累計達成状況

１ リウマチ総合診断支援サービスの拡販

－提携クリニック充実ー

関東地区クリニック80サイトを訪問

→ 4サイトと提携契約締結（12件受注）

２ リウマチ多薬剤効果判定への研究開発集中 ・今年度中に多薬剤効果（ｴﾀﾈﾙｾﾌﾟﾄ、ﾄｼﾘｽﾞﾏﾌﾞ）予測

判定の開発完了見通しが立った

・今年度ＮＥＤＯ公募に提案し採択

３ 先進医療化、薬事承認加速化 ・リウマチ → 高度医療化として再提出準備中
（埼玉医大、慶応大学）

・MammaPrint → 高度医療化申請準備中
（順天堂大）

ともに２０１１年度承認を目指す。
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Ⅰ-６．2011年3月期業績計画 株式会社ＤＮＡチップ研究所

■ 売上高 ： 研究受託事業 （１）アジレントのマイクロアレイを核にした大学研究機関、製薬会社等からの受注確保
（287百万円 → 395百万円） （２）提案型研究j受託案件の強化による大口受託解析の受注確保

（３）新規受託メニューの充実 ～WaferGen社SmartChipを用いた受託等～
（４）ゲノム解析成果の論文化推進による臨床研究者及び大学、研究所からの受託解析サービス確保
（５）提携クリニックの充実及び多薬剤効果判定の早期製品化によるリウマチ総合診断支援サービス拡販

商品販売事業 （１）次世代シーケンサー・データ解析 と関連機器販売
（440百万円 → 405百万円）

■ 営業利益 ： 受託解析サービス売上増加（売上高比率：39％ → 49％）による人件費等の固定費回収増
受託作業効率向上による粗利率の向上（粗利率5％アップ）

■ 研究開発投資 ： 【2011年3月期主な研究開発投資内容】
（１）ＲＮＡチェックによるリウマチ多薬剤効果予測の開発・製品化への集中
（２）大腸癌、神経膠腫予後予測チップ等の早期事業化に向けての研究

１４６％１５，０００１０，２６１設備投資（千円）

－－－経常利益率（％）

－－－営業利益率（％）

１３８％２９１，９００２１１，７１０研究開発投資（千円）

－△１５０，０００△２０４，１３６当期純利益（千円）

－△１４９，０００△１９９，５８６経常利益（千円）

－△１５０，０００△２０５，７１７営業利益（千円）

１１０％８００，０００７２６，７０１売上高（千円）

対前年度比2011年3月期
計画

2010年3月期
実績項 目

（対前年度比較）
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Ⅰ-７．2011年3月期計画値の詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所

２
０
１
１
年
３
月
期

・研
究
受
託
事
業
の
売
上
高
に
占
め

　
る
割
合
が
増
加

　
　
　
　
研
究
受
託
事
業
＝
４
９
％

　
　
　
　
商
品
販
売
事
業
＝
５
１
％

１．研究受託事業（受託サービス、ゲノム医学解析）売上増による収益構造の改善
　　■ 人件費等固定費の回収効率向上及び粗利率の改善

２．2010年第3、第4四半期の累計営業損益は小額ながら黒字を予算化

商品販売
(360)

研究受託
(395)

公募＊

(112)

売上総利益（粗利）
粗利率：23%

(149)

研究開発投資
＋一般管理費

営業損失

(150)

売上原価
(501)

(252)

（注）＊：2010年度採択された公募案件（2年間）ほか

６

４

２

－２

－４

０

億円

売上高
(150)

商品販売
(342)

研究受託
(308)

営業損失(159)

８

－６

営業損益
（9）

売上高
(650)

売上高
(800)

2010年
第2四半期

2010年第3、第4四半期 2011年
3月期

商品販売
(360)

研究受託
(395)

商品販売
(360)

研究受託
(395)

公募＊

(112)

売上総利益（粗利）
粗利率：23%

(149)

研究開発投資
＋一般管理費

営業損失

(150)

売上原価
(501)

(252)

（注）＊：2010年度採択された公募案件（2年間）ほか

６

４

２

－２

－４

０

億円

売上高
(150)

商品販売
(342)

研究受託
(308)

営業損失(159)

８

－６

営業損益
（9）

売上高
(650)

売上高
(800)

2010年
第2四半期

2010年第3、第4四半期 2011年
3月期

第2四半期

１．研究受託事業（受託サービス、ゲノム医学解析）売上増による収益構造の改善
　　■ 人件費等固定費の回収効率向上及び粗利率の改善

２．当第3、第4四半期の累計営業損益は小額ながら黒字を予算化

11

(405)          
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅱ．2011年3月期業績改善施策
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Ⅱ-１．業績改善プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所

「業績改善」推進プラン

ー選択と集中ー

Ⅰ．受託解析サービス事業の強化

Ⅱ．診断事業メニューの充実

収益構造の改革

業績改善（2013年3月期黒字化目標）
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Ⅱ-２．具体的推進プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．受託解析サービス事業の強化

■ リピート顧客フォローの充実と紹介・口コミ営業の強化

■ 提案型研究受託案件の強化 －運動疲労・精神疲労チェックなどの提案営業－

■ 新規受託メニューの充実 －WaferGen社SmartChipを用いた受託など－

■ ゲノム医学ＣＮＶ解析受託推進 －論文化と新規顧客開拓強化－

２． 診断事業メニューの充実

■ リウマチ総合診断支援サービス拡販 －提携クリニック充実－

■ リウマチ多剤効果判定への研究開発集中

インフリキシマブ → 開発完了、現在販売中

エタネルセプト → 2010年開発完了予定

トシリズマブ → 2010年開発完了に計画前倒し

■ 大腸癌予後予測チップ・神経膠腫予後予測チップ等の早期事業化のための研究推進

■先進医療化・薬事承認加速化

リウマチ先進医療化 → 再申請計画中

MammaPrint → 2010年末先進医療化申請予定
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SmartChipサイクラー
5184 ナノウェルパネル
リアルタイムPCR装置

シングル
ナノディスペンサー

(標準仕様）

マルチ
ナノディスペンサー

(オプション）

SmartChipシステム構成

Human Oncology Gene Panel

ヒト癌関連遺伝子
969遺伝子、データ数:4

Human miRNA Gene Panel

ヒトmiRNA遺伝子
885遺伝子(miRBase v14.0)、データ数:4

SmartChipシステム概要 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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Ⅱ-３．事業別売上比率 株式会社ＤＮＡチップ研究所

研究受託事業
（４９％）

商品販売事業
（５１％）

研究受託

受託解析サービス

公募

・アジレント受託解析

・高性能RT-PCR
受託解析

汎用チップ販売 チップ／試薬販売

診断ツール販売 MammaPrint

機器・ソフトウェア バイオ機器、ソフト

公的機関へのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ提案

・メチレーションアレイ実験解析サービス
・miRNA発現実験解析サービス
・遺伝子発現実験解析サービス
・アレイCGH実験解析サービス等各種サービス

・WaferGen社SmartChip受託サービスなど

・ＣＮＶ解析
・ＳＮＰ解析

・膨大なチップの数値化データから、統計的
な解析により、データ抽出

・運動疲労・精神疲労チェックなどの研究提案

・ハイブリ先生(学校向け遺伝子実験教材）
・Solexa、WaferGen用試薬

・乳癌のRNAによる予後予測診断ツール

・アジレント社スキャナー他

事業区分 製品説明 詳細内容 比率

ＣＮＶ（Copy Number Variation）解析
に中心をおいた研究受託解析受注

遺伝子の働きを観察し、
専門家のコメントをつ
けて提供する、遺伝子
解析検査サービス

統計解析、提案型
研究受託

ＲＮＡチェック

サービス

ゲノム医学解析

高速シーケンサー
解析

次世代シーケンサー
データ解析等

･次世代超高速シーケンサー等の情報解析

関節リウマチ患者の生物学的製剤の薬効
サービス（トシリズマブ、エタネルセプト）

３４％

４％

８％

３％

５％

１％

４２％

３％
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Ⅲ．健康クリニック事業の展開について

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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健康クリニック事業の展開について

１．総合診断支援サービス事業概要

２．診断支援サービス事業戦略

３．診断支援サービス事業計画

① 残業疲労
② 加齢遺伝子発現マーカーと糖尿病
③ うつ病
④ 関節リウマチ病態解析

４．臨床インフォマティクス支援ツールiCIS-mi

５．ＲＮＡチェック研究開発項目
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１．総合診断支援サービス事業概要

－遺伝子発現解析技術で自己免疫疾患・生活習慣病関連・癌の早期診断と予防がテーマ－

Ｉ．未病社会をめざした診断チップの開発：個別化医療ツール

＜快楽習慣＞

遺伝形質(ゲノムＤＮＡ）

＜体質＞

リウマチ・癌・糖尿病

過食･運動不足・ストレス・喫煙

ＩＩ．遺伝子解析技術を応用した「健康クリニック事業」メニュの充実及び推進

１．薬剤効果判定 （リウマチ）
２．転移・再発予後予測 （乳癌・大腸癌・神経膠腫）
３．病態予測（健康モニタリング） （糖尿病・疲労・うつ病）

病気になる前の超早期診断（モニタリング）技術が必要

高血圧・高脂血症・うつ病

個人の体質・状態に合わせた投薬・治療が必要
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２．診断支援サービス事業戦略

リウマチ：
・インフリキシマブ効果判定自由診療サービス開始
・インフリキシマブ効果判定多施設前向き試験終了

・高度先進医療化申請済（埼玉医大）

・サービスクリニックサイト拡充（東京･神奈川･埼玉で契約）

・エタネルセプト・トシリズマブ・アバタセプト・ＭＴＸ用
マーカー絞込

・関節リウマチ病態マーカー絞込

マーカー絞込み
論文・特許化

クリニック自由診療サービス開始
大学等病院での高度先進医療化
民間保険との連携

厚生労働省申請
保険収載化

治験
総合診断サービス拡充

前向き試験
診断サービスモデルの構築

リウマチ

乳癌

大腸癌

神経膠腫

慶應大・埼玉医大・和歌山医大（高度医療化）

順天堂大・昭和大・聖路加・埼玉医科大
（高度医療化、薬事申請）

大阪大等

乳癌（MammaPrint）：
・日本人適応症例研究の発表（大阪府立成人病センター）
・高度医療化、薬事申請準備

大腸癌：
・ステージII 転移予測マーカー同定(診断チップ作製）

・論文化及び特許申請準備中

神経膠腫： （ＰＣＲ）
・論文化及び特許申請済
・高度医療化準備

サービス開始

サービス開始

研究 開発 事業化 産業化

がんセンター
（高度医療化）
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３．診断支援サービス事業計画

2009/4 2010/4                         2011/4                         2012/4                  2013/4

乳癌予後予測（MammaPrint）サービス

リウマチ薬剤効果判定
サービス

診断サービス事業

診断サービス開始

１

I．開発計画

Ⅱ．販売計画（診断全体）：

キット化（ＰＣＲ化）

（継続）

（継続）

２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２ ２０１３

200

100

50

0

M¥

年

ﾘｳﾏﾁ

大腸癌

MammaPrint

先進医療化

大腸癌転移予測サービス
神経膠腫予後予測サービス

コンテンツ確定・論文化・特許化
事業化準備（αテスト・先進医療化)

ﾘｳﾏﾁ薬剤充実

（２種類追加）

2.6

●

13

●

26

●

88

●

176

●

ガイドライン化

現在

多施設試験（βテスト）

新規薬剤効果判定追加

診断サービス開始

ﾘｳﾏﾁ

薬剤充実

（２種類追加）

254

●

神経膠腫

先進医療化・薬事申請
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４．臨床インフォマティクス支援ツールiCIS-mi

●臨床研究データベース：臨床現場で研究に必要なデータをデータベース化
●臨床研究スケジューリングシステム：サンプル・データ収集のスケジュールを管理
●臨床情報入力システム：iPad / iPhone で情報入力

データセット管理機能

データ評価機能

スクリーニング機能

標準化機能

バージョン管理

臨床統計解析機能
診断判別器

生成・検証機能

診断・レポート

システム

復号化

暗号化匿名化

カテゴリー比

分析

クラスタリング

分析

主成分分析

相関分析

回帰分析

判別分析

グローバル

正規化

クォンタイル

正規化

モデル分布

フィッティング 高度生命
情報研究

データベース

最適診断因子抽出

後向き検定と判別力検証

前向き検定と判別力検定

サンプル 因子

信号特性

信号強度

情報確度

実験精度
ＥBＭ

対サンプルＱＡ

対因子・遺伝子ＱＡ

iCIS-mi
パブリックＤＢ統合

判別器
∫wi・ζ…

診断レポート作成

判別器生成

正診率統計
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５．ＲＮＡチェック研究開発項目

RNA CHECK：
Man’s health condition may be 

monitored with blood RNA.

① 残業疲労

② 加齢遺伝子発現マーカーと糖尿病

③ うつ病

④ 関節リウマチ病態解析
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残業疲労が健康に及ぼす影響

Microarray データ解析概要

・ 解析検体 ：18 (疲労時 9検体、疲労回復時 9検体）
・ アレイデータの正規化
・ プローブフィルタリング: Present call (80%)のProbeを抽出

⇒ 32541 Probes（末梢血発現遺伝子：解析対象）
・ クラスタリングによる解析

⇒ 研究目的: 残業疲労の影響を遺伝
子レベルで追及する

労働者の血液サンプル 残業時に末
梢血で発現変動する遺伝子群を特定

労働者が疲労を回復
することができない

疲労を蓄積
してしまう

長時間にわたる
過重労働

脳・心臓疾患を発症する
リスクが高まる！

①残業疲労



発現変動遺伝子による検体のクラスタリング

⇒ Fatigue-Restで大きなクラスタを形成

⇒ Rest に入った Fatigue 12,13,14はいずれもシ
ステムエンジニアである

⇒ システムエンジニアは残業時でも変化なし
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3 企画（23） 2hr/day, 40hr/month
4 情報管理（48） 3hr/day, 60hr/month
5 情報管理（37） 4hr/day, 50hr/month
6 情報管理（50） 4hr/day, 80hr/month
7 情報管理（33） 2hr/day, 40hr/month
8 情報管理（34） 3hr/day, 60hr/month
12 システムエンジニア(36) 2hr/day, 40hr/month
13 システムエンジニア(26) 3hr/day, 50hr/month
14 システムエンジニア(44) 3hr/day, 50hr/month

Case 業務内容(age) 残業時間

ー赤 疲労時

ー青 疲労回復時

①残業疲労
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加齢遺伝子発現マーカー
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R2 = 0.44
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Age

加齢遺伝子10マーカーの発現値を用いてトレー
ニングサンプルにて年齢を予測する重回帰式を
作成、全く新しいテストサンプルにて検証

R2 = 0.5653

20

30

40
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60

70

80

20 30 40 50 60 70 80

実年齢

予
測

年
齢

Training (３サイト全検体)

Validation（社内被験者など）

② 加齢遺伝子発現マーカーと糖尿病
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p=0.00012
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p=0.04987
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p=0.02809

NORMAL DM NORMAL DM NORMAL DM

年齢をマッチさせた健常者16名、DM患者16名のPBMCでの遺伝子発現の検討

加齢とともに低下する３遺伝子の発現が糖尿病患者にて低下

② 加齢遺伝子発現マーカーと糖尿病

糖尿病患者群との相関
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うつ病

うつ病患者

・100万人を超える（厚労省、2008年）

・女性が男性の1.7倍

・男性は40代、女性は60代

・増加率では男女とも30代

・都道府県別では東京、神奈川

③うつ病



29

うつ病の診断の難しさ

精神疾患の分類

気分障害 大うつ病

双曲性障害

統合失調症

うつ病の診断

現在のうつ病診断

・自己記入式チェックリスト（ストレス質問紙）

・医師による面談スコア（HAM-D）

・うつ病の分類 (DSM、ICD-10)

課題

うつ病診断のための遺伝子マーカーの探索

不安障害 パニック障害

PTSD etc.

その他 アルツハイマー etc.

客観的な（生体分子に基づく）診断（分類）指標が必要→

曖昧

③うつ病
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発現遺伝子によるクラスタリング解析

健常者(8) 健常者(3)/患者(6) 健常者(4)/患者(9)

0：健常者
1: うつ病患者
MD: 大うつ病性障害

（＊単一エピソード）
BDII: 双極性障害II型
DD：気分変調症

（DEX投与後）サンプル
Normalization : 75 Percentile
Quality Control : 15/30 （50％）Present      →  20,045 entities

・うつ病患者と健常者のサンプルがクラスタを形成。

＊＊＊

0 2 1 2 1 1 1 2 0 1 2 2 1 1 2 0 1 0 0 1 2 2 0 2 0 0 1 2 0 0

DEX/CRHテスト

0: 過剰抑制

1: 非抑制

2: 通常抑制

③うつ病
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健常者 MTX投薬前
インフリキシマブ
投与前

インフリキシマブ
投与22w後

関節リウマチ患者群

遺
伝
子

④ 関節リウマチ病態解析
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採血（非侵襲的検査材料） RNAチェックによる判定

健康指導

血液サンプルによるRNAチェック

通常の健康診断の項目に、RNAチェックを追加することによって、
健康モニタリングをおこない、そのデータに基づき、健康指導を行う。
病気の超早期発見するツールとして、 RNAチェックは有効な手段の
１つであると考えている。

RNAチェック導入の意義


